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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
下
77

団
、
3
万
4
千
百
人
余
の
消

防
団
員
を
始
め
、
消
防
関
係

機
関
の
皆
様
が
、
令
和
2
年

の
新
春
を
、
御
家
族
と
も
ど

も
お
揃
い
で
、
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
、
10
月
に
発
生
し
ま

し
た
、
台
風
第
19
号
は
、
河

川
の
決
壊
、
氾
濫
等
に
よ
り

5
名
の
犠
牲
者
と
道
路
の
損

壊
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
長
野

県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
、
改
め
て
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

被
災
市
町
村
の
消
防
団
員

は
自
ら
被
災
者
と
な
り
な
が

ら
、
地
元
住
民
の
救
助
、
避

難
誘
導
、
警
戒
活
動
に
昼
夜

を
た
が
わ
ず
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

長
野
県
消
防
協
会
で
は
、

住
宅
に
被
害
を
受
け
た
消
防

団
員
に
対
し
、
県
協
会
規
程

に
よ
り
見
舞
金
を
交
付
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
が
、

消
防
団
員
の
募
金
を
も
っ
て

交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
2
月
末
ま
で
、
募

金
を
受
け
つ
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
月
号
に
、
田
中
長
野
市

消
防
団
第
2
方
面
隊
長
か
ら

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
、「
台

風
19
号
を
振
り
返
り
」
に
は
、

緊
迫
し
た
状
況
の
な
か
冷
静

な
判
断
に
よ
り
、
住
民
に
避

難
行
動
を
促
し
、
住
民
の
命

を
守
っ
た
様
子
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
緊
急
事
態
の

中
で
、
自
ら
の
命
を
守
り
な

が
ら
の
避
難
誘
導
活
動
に
対

し
、
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
で
は
、
自
然

が
引
き
起
こ
す
様
々
な
事
象

に
対
す
る
対
応
の
難
し
さ
を

痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
方
で
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
、
力
を
合
わ
せ
て
困
難

に
立
ち
向
か
う
姿
を
拝
見

し
、
地
域
住
民
の
繋
が
り
に

よ
る
防
災
力
強
化
の
大
切
さ

を
、
改
め
て
感
じ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、
郷
土
愛
と

奉
仕
の
精
神
の
も
と
、
地
域

住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
た
め
、
日
夜
献
身
的

に
御
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
当
協
会
の
事
業

運
営
に
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

12
月
に
開
催
し
た
第
2
回

専
門
委
員
会
、
第
2
回
理
事

会
で
令
和
2
年
度
の
事
業
執

行
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
役
員
一
同
一
丸
と
な
っ

て
、
事
業
執
行
に
当
た
っ
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
御

支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本

年
が
災
害
の
な
い
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
う

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々

の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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私
達
、
長
野
市
消
防
団
第
2
方
面

隊
は
、長
野
市
の
東
北
部
を
担
当
し
、

東
部
・
豊
野
ブ
ロ
ッ
ク
の
12
分
団
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
管
轄
地
区
内

に
は
、
千
曲
川
・
犀
川
・
鳥
居
川
・

浅
川
を
は
じ
め
一
級
河
川
や
重
要
な

川
が
数
多
く
流
れ
て
い
ま
す
。

　

方
面
隊
と
し
て
も
水
防
へ
の
意
識

は
高
く
、
10
月
5
日
に
は
各
分
団
班

長
以
上
の
幹
部
を
対
象
と
し
た
「
第

2
方
面
隊
幹
部
研
修
会
及
び
交
流

会
」
で
、
長
野
市
建
設
部
河
川
課
の

金
井
課
長
補
佐
様
よ
り
「
長
野
市
の

浸
水
対
策
、
防
災
対
策
」
の
ご
講
義

を
受
け
た
ば
か
り
で
し
た
。

　

10
月
12
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
続

き
、
17
時
40
分
正
副
分
団
長
に
各
分

団
詰
所
に
待
機
が
下
命
さ
れ
、
私
も

最
寄
り
の
東
部
分
署
に
待
機
、
18
時

40
分
積
載
車
に
て
避
難
所
へ
の
住
民

を
誘
導
す
る
広
報
活
動
の
下
命
が
あ

り
、
広
報
活
動
中
に
も
避
難
場
所

が
追
加
さ
れ
、
避
難
対
象
地
区
も
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

防
災
無
線
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
何

度
も
鳴
り
響
き
、
時
間
が
経
過
す
る

と
各
分
団
も
班
長
以
上
か
ら
全
団
員

を
招
集
、
地
区
の
区
長
と
連
携
を
取

り
合
い
、
千
曲
川
の
近
く
の
班
は
戸

別
訪
問
を
し
て
住
民
に
避
難
を
呼
び

か
け
る
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

間
各
分
団
長
は
情
勢
を
報
告
し
続
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
長
沼
分
団
・
飯
島
分

団
長
よ
り
「
柳
原
分
署
に
て
待
機
中

に
、
千
曲
川
の
立
ヶ
花
観
測
所
の
水

位
が
上
昇
中
、
自
分
も
堤
防
道
路
ま

で
行
き
水
位
上
昇
を
確
認
、
長
沼
地

区
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
事
を
確
認

し
た
。地
域
住
民
に
危
険
を
通
知
し
、

避
難
を
促
す
た
め
に
半
鐘
を
打
鳴
し

た
い
」と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
野
市
で
は
警
鐘
打
鳴
に
つ
い
て

団
員
の
安
全
確
保
と
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
4
月
よ
り
平
常
時
は
警
鐘
を

打
鳴
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
相
談
を
受
け
た
私
は
東
日
本

震
災
で
消
防
団
員
が
犠
牲
に
な
っ
た

事
が
頭
を
よ
ぎ
り
「
緊
急
事
態
で
あ

り
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
打
鳴

を
許
可
す
る
が
、
打
鳴
す
る
団
員
の

安
全
を
確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
指
示

し
ま
し
た
。

　

飯
島
分
団
長
以
下
4
人
が
、
降
雨

の
火
の
見
櫓
に
登
り
5
分
間
半
鐘
を

連
打
。す
る
と「
自
宅
で
様
子
見
だ
っ

た
住
民
が
急
い
で
車
に
乗
り
避
難
行

動
を
と
り
始
め
た
」
と
の
連
絡
が
警

戒
・
広
報
中
の
積
載
車
よ
り
あ
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
。

　

翌
13
日
早
朝
の
テ
レ
ビ
報
道
で
穂

保
地
区
の
堤
防
決
壊
、
広
範
囲
に
浸

水
被
害
の
発
生
を
見
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ボ
ー

ト
で
大
勢
の
住
民
が
救
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
長
沼
地
区
で
は
お
二
人
が
犠

牲
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
よ

り
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
命
救
助
の
た
め
に
県
内
各
地
か

ら
集
結
さ
れ
た
長
野
県
消
防
相
互
応

援
隊
の
皆
様
、
復
旧
支
援
活
動
に
力

を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
県
内
の
消
防

団
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

長
沼
・
豊
野
で
は
、
住
宅
・
リ
ン

ゴ
畑
・
農
地
が
被
災
し
た
団
員
も
大

勢
お
り
ま
す
。
復
旧
ま
で
は
長
い
長

い
道
の
り
で
す
が
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

令
和
元
年
台
風
19
号
を
振
り
返
り

長
野
市
消
防
団
第
２
方
面
隊
長　

田
中
　
博
文

被災した長野市消防団長沼分団詰所
（堤防決壊場所から約 80メートル北側）
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第
２
回 

理
事
会

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
消
防
協
会
の
令

和
元
年
度
第
2
回
理
事
会
を
令
和
元
年
12

月
13
日（
金
）長
野
市
の
ホ
テ
ル
犀
北
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
号
議
案
の
台

風
19
号
に
伴
い
被
災

し
た
消
防
団
員
へ
の

見
舞
金
及
び
義
援
金

（
募
金
）に
つ
い
て
、

第
2
号
議
案
の
台
風

19
号
に
伴
う
、
日
本

消
防
協
会
、
新
潟
県

消
防
協
会
か
ら
の
支

援
金
の
各
消
防
団
へ

の
配
分
に
つ
い
て
、
第
3
号
議
案
の
令
和

元
年
度
長
野
県
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大

会
に
つ
い
て
、
第
4
号
議
案
の
令
和
2
年

度
事
業
方
針
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議

し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
4
号
議
案
の
令
和
2
年
度
事

業
方
針
の
決
定
事
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

総
務
専
門
委
員
会
関
係

①
基
金
運
用
、
日
本
消
防
協
会
・
県
消
防

協
会
定
例
表
彰
、
消
防
団
員
の
活
動
に

対
す
る
事
業
所
等
へ
の
協
力
依
頼
に
つ

い
て
、
従
来
ど
お
り
と
し
ま
す
。

②
令
和
元
年
度
に
、
県
消
防
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
協

会
の
S
N
S
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
掲
載

し
、
協
会
主
催
の
事
業
、
関
係
機
関
が

主
催
し
協
会
役
員
等
が
出
席
す
る
事

業
、
地
区
消
防
協
会
の
事
業
、
各
消
防

団
の
事
業
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
広

報
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
女
性
消
防
団
員
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
に
立
ち
上
げ
た
女
性
消
防

団
員
活
性
化
会
議
を
引
き
続
き
開
催
し

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
2
月
2
日（
日
）に
開

催
す
る「
長
野
県
女
性
消
防
団
員
活
性

化
大
会
」
の
検
証
及
び
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
活
性
化
会
議
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

④
県
関
与
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
補
助
及

び
県
に
よ
る
協
会
事
務
局
運
営
へ
の
参

加
を
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。

⑤
県
消
防
協
会
定
例
表
彰
の
記
章
授
与
に

つ
い
て

　

県
消
防
協
会
の
定
例
表
彰
に
つ
い
て

は
、
毎
年
概
ね
3
千
人
の
消
防
団
・
消

防
団
員
が
県
協
会
の
基
準
に
よ
り
受
章

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
賞
状
と
合
わ
せ
て

記
章
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
近
年
、「
法

被
」
に
比
べ
機
能
性
が
高
い
理
由
か
ら

「
活
動
服
」
の
着
用
を
進
め
る
消
防
団

が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
実
際

に
記
章
を
授
与
し
て
も
佩
用
す
る
機
会

が
な
い
と
の
声
が
多
数
あ
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
記
章
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
養
専
門
委
員
会
関
係

①
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
つ
い
て

◦
令
和
2
年
7
月
19
日（
日
）御
代
田
町
の

雪
窓
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

◦
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会「
操
法

実
施
要
領
・
操
法
大
会
審
査
要
領
」
に

一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。

◦
女
性
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
演
技
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
は
、「
東
信
ブ

ロ
ッ
ク
」（
上
田
市
）か
ら
の
出
場
で
し

た
。
令
和
2
年
度
は
、「
中
信
ブ
ロ
ッ

ク
」・「
南
信
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
2
地
区
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
出
場
を
お
願
い
し
実
施
し

ま
す
。

②
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
つ
い
て

◦
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
と
同
日
に
開

催
し
ま
す
。

◦
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
審
査
員
に
つ
い
て
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
地
区
協
会
で
協
議
し

た
上
で
決
定
し
、
令
和
2
年
3
月
2
日

（
月
）ま
で
に
県
消
防
協
会
事
務
局
に
報

告
し
て
い
た
だ
き
、
3
月
13
日（
金
）開

催
予
定
の
第
3
回
理
事
会
の
承
認
を

も
っ
て
正
式
決
定
と
し
ま
す
。

◦
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
教
本
に
つ
い
て

は
、
一
部
修
正
が
あ
り
ま
す
。

◦
ラ
ッ
パ
吹
奏
講
習
会
に
つ
い
て
、
令
和

2
年
4
月
18
日（
土
） 

県
消
防
学
校
に

お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
審
査
員
4
名

も
参
加
し
、
実
施
し
ま
す
。

③
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
県
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
の
実
施
方
法
の
検
討

に
つ
い
て

　
「
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
県
消
防
ラ
ッ

パ
吹
奏
大
会
の
あ
り
方
検
討
会
」
を
設

置
し
、
開
催
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

④
第
11
回
県
消
防
団
長
・
事
務
担
当
者
研

修
大
会
に
つ
い
て
、
令
和
2
年
10
月
30

日（
金
）に
千
曲
市
の
ホ
テ
ル
圓
山
荘
で

開
催
し
ま
す
。

⑤
副
団
長
講
習
会
は
、
従
来
か
ら
、
東
信
・

北
信（
消
防
学
校
）、
中
信
・
南
信（
持

ち
回
り
）で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
2
年
度
か
ら
、
1
箇
所

と
し
、
県
消
防
学
校
で
令
和
2
年
6
月

13
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。

⑥
消
防
団
員
指
導
員
研
修
は
、
令
和
2
年

12
月
14
日（
月
）・
15
日（
火
）県
消
防
学

校
に
お
い
て
40
人
規
模
で
開
催
し
ま

す
。

⑦
消
防
団
幹
部
特
別
研
修
は
、
令
和
3
年

1
月
12
日（
火
）
〜
15
日（
金
）東
京
都

で
行
わ
れ
ま
す
が
、「
中
信
ブ
ロ
ッ
ク
」

か
ら
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

⑧
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
は
、

令
和
3
年
2
月
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）

　

東
京
都
で
行
わ
れ
ま
す
が
、「
東
信
・

北
信
・
南
信
ブ
ロ
ッ
ク
」
か
ら
の
参
加

に
な
り
ま
す
。

⑨
第
27
回
全
国
消
防
操
法
大
会
は
、
令
和

2
年
10
月
16
日（
金
）千
葉
県
市
原
市
の

千
葉
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
場
種
目
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
、
第

62
回
県
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の

部
優
勝
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。

⑩
第
26
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
徳

島
大
会
は
、令
和
2
年
11
月
19
日（
木
）・

20
日（
金
）徳
島
市「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し

ま
」で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
同
様
、

日
消
の
情
報
交
流
会
参
加
の
女
性
消
防

団
員
1
人
に
つ
き
5
，
0
0
0
円
の

助
成
を
し
ま
す
。

福
利
厚
生
専
門
委
員
会
関
係

①
日
本
消
防
協
会
の
消
防
団
員
等
福
祉
共

済
、
消
防
個
人
年
金
、
婦
人
消
防
隊
員

等
福
祉
共
済
及
び
全
日
本
消
防
人
共
済

会
の
火
災
共
済
の
加
入
促
進
を
図
り
ま

す
。

　

県
等
と
共
催
で
、
市
町
村
消
防
団
事
務

担
当
者
を
対
象
と
し
た
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
等
実
務
研
修
会
を
12
月
頃

に
開
催
し
ま
す
。

②
県
消
防
関
係
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、
令
和

2
年
9
月
4
日（
金
）長
野
市
花
岡
平
慰

霊
碑
前
で
行
い
ま
す
。
評
議
員
・
正
副

会
長
・
理
事
・
監
事
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。
県
消
防
長
会
と
共
催
す
る
こ

と
と
し
、
令
和
2
年
度
は
、
県
消
防
協

会
が
当
番
と
な
り
ま
す
。

③
第
39
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、

令
和
2
年
9
月
17
日（
木
）ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
ご
遺
族
の
出

席
枠
は
5
名
程
度
と
な
り
ま
す
。

④
信
州
消
防
団
員
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に

対
す
る
、
広
報
等
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

⑤
日
本
消
防
協
会
の
福
祉
共
済
、
県
消
防

協
会
の
弔
慰
金
等
に
つ
い
て
、
請
求
漏

れ
の
な
い
よ
う
周
知
徹
底
を
図
り
ま

す
。

長
野
県
消
防
協
会
参
与
会

　

長
野
県
消
防
協
会
参
与
会
を
10
月
29

日（
火
）長
野
市「
長
野
ホ
テ
ル
犀
北
館
」

に
お
い
て
、
9
名
の

参
与
が
出
席
し
開

催
し
ま
し
た
。
な

お
、
会
長
、
副
会

長
の
任
期
満
了
に

よ
る
改
選
の
結
果
、

五
十
嵐
幸
男
参
与

（
上
田
市
）が
会
長

に
、
中
澤
學
参
与

（
長
野
市
）が
副
会

長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
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て
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
33

名
の
方
が
研
修
を
修
了
し
、
全
員
に

指
導
員
章
を
授
与
し
ま
し
た
。

 　

日
本
消
防
協
会
の
秋
本
会
長
、
三

輪
理
事
長
、
銀
川
業
務
部
長
が
、
12

月
24
日（
火
）に
、
台
風
第
19
号
災
害

で
被
災
し
た
、
長
野
市
長
沼
地
区
、

豊
野
地
区
を
視
察
さ
れ
、
地
元
消
防

団
等
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
阿
部
長
野

県
知
事
、
加
藤
長

野
市
長
と
の
面
談

も
行
わ
れ
ま
し

た
。消

防
出
初
式

　

消
防
出
初
式
が
県
下
77
市
町
村
中

73
市
町
村
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
正
月

の
伝
統
行
事
と
も
い
え
る
出
初
式
で

す
が
、
豪
雪
地
域
の
6
町
村
で
は
4

月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
阿
部
守
一
知
事
、
太
田
寛

副
知
事
、
小
岩
正
貴
副
知
事
が
各
地

の
出
初
式
に
出

席
し
祝
意
を
述

べ
激
励
さ
れ
ま

し
た
。
知
事
、

副
知
事
の
出
席

市
町
村
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

知
事　

東
御
市
、
須
坂
市

　

太
田
副
知
事　

安
曇
野
市

　

小
岩
副
知
事　

小
海
町

　

日
本
消
防
協
会
等
が
行
っ
て
い
る

「
消
防
団
員
等
福
祉
共
済
」
や「
火
災

共
済
」
等
に
つ
い
て
、
県
内
消
防
団

員
の
加
入
促
進
を

図
る
た
め
の
実
務

研
修
会
を
、
12
月

2
日（
月
）に
松
本

市
に
お
い
て
開
催

し
、
39
名
の
市
町

村
担
当
者
の
皆
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
入
団
員
等
経
験
の
浅
い
消
防
団

員
の
教
育
訓
練
に
当
た
る
指
導
員
と

な
る
幹
部
の
研
修
会
を
12
月
17
日

（
火
）・
18
日（
水
）に
県
消
防
学
校
で

開
催
し
ま
し
た
。
幅
広
い
消
防
経
験

に
基
づ
い
た
宮
下
県
協
会
長
の
講

話
の
他
、
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た

め
の
講
座
と
し
て
、
長
野
県
危
機
管

理
部
危
機
管
理
防
災
課
太
田
防
災

指
導
員
か
ら
、「
消
防
団
の
現
状
・

災
害
ク
ロ
ス
ロ
ー

ド
」
に
つ
い
て
、

消
防
学
校
職
員
か

ら
、「
最
新
の
火
災

防
ぎ
ょ
」、「
車
両

破
壊
時
の
資
機
材

取
扱
い
と
安
全
管

理
」、「
救
命
法
・

応
急
救
護
、
搬
送

な
ど
」
等
に
つ
い

消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
実
務
研
修
会

消
防
団
員
指
導
員
研
修

日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長

台
風
第
19
号
災
害
現
場
視
察

県
内
か
ら
4
名
受
章

　

県
内
か
ら
は
、
次
の
方
々
が

受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

◆
瑞
宝
双
光
章

・
元	
栄
村
消
防
団

	

団
長　

齋
藤　

眞
吾

◆
瑞
宝
単
光
章

・
元	

松
本
市
消
防
団

	

分
団
長　

酒
井　

基
行

・
元	

長
野
市
消
防
団

	

副
団
長　

曽
根　

信
一

・
元	

木
曽
町
消
防
団

	

副
団
長　

中
田　

明
男

消
防
関
係
者

　
　
　    

秋
の
叙
勲

　

昨
年
11
月
13
日
に
横
浜
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
第
24
回
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
上
田
市
消

防
団
女
性
消
防
隊
ペ
ナ
テ
ス
が
長
野

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
47
都
道
府

県
中
16
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

上
田
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
と
し

て
は
初
の
全
国
大
会
出
場
で
あ
り
、

選
手
全
員
が
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の

初
心
者
、
一
か
ら
ポ
ン
プ
操
法
を
学

び「
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
!
」
を
目
標

に
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

　

県
大
会
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
の

操
法
披
露
、
そ
の
後
、
消
防
部
指
導

員
ま
た
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
団
本

部
、
分
団
長
を
交
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
全
国
大
会
に
向

け
て
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

訓
練
当
初
は
目
標
の
タ
イ
ム
に
な
か

な
か
到
達
す
る
事
が
出
来
ず
、
選
手

は
ど
ん
な
こ
と
で
も
確
実
な
自
信

を
掴
み
た
い
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
日
々
悩
み
、
苦
し
み
、
厳
し
い

訓
練
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

規
定
タ
イ
ム
に
入
り
か
け
そ
う
な

時
、
台
風
19
号
の
襲
来
に
よ
り
上
田

市
全
域
も
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
訓
練
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
、
選
手
は

焦
り
と
葛
藤
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

災
害
を
乗
り
越
え
訓
練
が
再
開
し

て
か
ら
は
上
田
市
消
防
が『
O
N
E 

T
E
A
M
』
と
な
り
、
見
る
見
る
う

ち
に
規
定
タ
イ
ム
に
入
り
、
全
国
大

会
に
出
場
し
て
く
る
強
豪
と
競
い
合

え
る
操
法
が
出
来
た
の
は
大
会
一
週

間
前
あ
た
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
訓
練
で
培
っ
た
力
が
大
会

に
必
ず
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
し

た
。

　

大
会
当
日

は
晩
秋
の
緩

や
か
な
浜
風

が
流
れ
込
む

赤
レ
ン
ガ
倉

庫
広
場
、
そ

し
て
大
観
衆

に
囲
ま
れ
る

第
24
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
て

上
田
市
消
防
団
女
性
消
防
隊　

隊
長　

鷲
巣　

志
保

操
法
会
場
と
長
野
県
か
ら
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
応
援
団
の
前
で
、
選
手
た

ち
は
自
分
た
ち
の
力
を
信
じ
、
持
っ

て
い
る
全
て
を
出
し
切
り
、
悔
い
の

な
い
操
法
が
出
来
ま
し
た
。

　

結
果
、
タ
イ
ム
は
規
定
内
の「
54
・

08
秒
」
と
訓
練
の
成
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
、
全
国
大
会
出
場
の
充

実
感
、
選
手
た
ち
と
の
一
体
感
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
一
生
の
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
得
た
貴
重
な
経
験
を

消
防
団
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
感
謝
す
る
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
女
性
ら
し
い
活
動
を

心
掛
け
、
励
ん
で
参
り
ま
す
。

須坂市消防出初式
1月12日(日)


